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背景一覧・登録

 商品の新規登録

 商品画像や商品サイズの登録

 編集領域の設定

 部位の追加

 枠線用画像の設定

 部位の並び替え



プリントデザイナーで使用する商品画像を登録する編集ページです。

1. 新しく商品を追加するときは、赤枠で囲まれた「新規作成」を選択します。

背景一覧・登録

手順



2. 背景画像を登録し、名前や編集領域のサイズを入力します。赤枠で囲まれた箇所の入

力は必須です。

3．背景画像を登録したら、破線の編集領域を設定します。ドラッグで編集領域を設定する

ことができます。「編集領域のサイズ」を入力して「比率反映」を選択すると、破線の編集

領域が調整されます。

▼有効・・・チェックを入れると表

示されるようになります。

▼名前・・・商品名を入力します。

▼画像選択・・・プリントデザイナ

ー上で表示される画像をアップロ

ードします。画像の作成方法は次章

で解説します。

▼部位名・・・プリント位置の名前

を入力します。

▼編集領域サイズ・・・データをダ

ウンロードする際の、サイズを入力

します。

▼ボタン画像選択・・・部位の切り

替えを行う際のボタン画像を登録

します。

※編集領域のサイズと実際の商品サイズの比率はリンクしていないため、注意してください。



4．部位が複数ある場合は、赤枠で囲まれた「追加」ボタンを選択し、2と 3と同じよう

に入力します。



5.枠線用画像に設定した画像は、商品画像より上に表示されるようになります。枠線用画像

を設定せずに、編集領域を商品全面に拡げた場合、商品のどこまで印刷されるかが分から

なくなってしまいます。枠線用画像を選択することで、商品からはみ出た部分にマスクが

かかかるようになります。

枠線用画像は、背景色が白で商品画像と同じサイズ、形状のものを用意してください。

枠線用画像を選択すると、商品の枠線からはみ出した部分にマスクがかかるようになりま

す。

管理画面

表画面



6．部位の並び替えを行うときは、赤枠で囲まれた三本線のところをマウスホバーします。

上下の矢印アイコンが表示されるので、ドラッグ＆ドロップで部位ごと移動できます。



フォント登録

 フォントカテゴリの作成

 フォント名の変更



1.左側メニューにある「フォントカテゴリ」をクリックし、「新規作成」を選びます。

2.カテゴリの名前を入力し、「新規登録」を選びます。その際「有効」のチェックを外さな

いようにしてください。

フォントカテゴリの作成

※フォントカテゴリを先に決めておくと、後々フォント名を決めるとき、楽になります。



管理画面をお渡しした段階では、弊社所有フォントが指定したフォント名が入っています

ので、必要であれば「フォント一覧」より変更を行ってください。

1.「フォント一覧」を開き、変更するフォント名を選択する。

2.該当するカテゴリにチェックを入れて、フォント名を変更します。「有効」にチェックは

入っていないとプリントデザイナー上で表示されませんので、ご注意ください。

フォント名の変更



3.フォントのサムネイルを変更する場合は、赤枠の部分をクリックしてください。「ファイ

ルブラウザーが」立ち上がりますので、「ファイルを選択」もしくはドラッグ＆ドロップで

画像をアップロードしてください。

※フォントサムネイルは 1650×200pxを目安に透過PNGで作成してください。

※ファイルブラウザーはプリントデザイナーで使用する背景画像や部位ボタンを保管するので、

カテゴリごとに画像を分けて保管するようにしてください。

※左のボタンよりカテゴリの追加ができます。
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図形・スタンプ・イラスト

 図形、スタンプ、イラストについて

 図形、スタンプの作り方（イラストレー

ター）

 図形、スタンプの登録方法

 イラストの登録方法









1-1-13

デザイン用のパーツとして「図形」「スタンプ」「イラスト」の三種類を登録できます。

・サイズの変更

・カラーの変更

・線の種類（実線もしくは破線）、線幅、線の端、角の形状の変更

・サイズの変更

・カラーの変更

・サイズの変更

・解像度が低い場合に警告を表示

・透過色の指定

図形・スタンプ・イラストについて

図形：できること

スタンプ：できること

イラスト：できること
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図形とスタンプの作り方は同じです。

1.アートボードのサイズ 256×256ピクセル

2.イラスト 左上原点とし、X軸 1Y軸 1 の位置からデータを配置します。

3.データサイズ 254×245ピクセル以内に納めます。

4.カラーモード RGBにて作成します。

5.保存形式 SVGを選択します。

6.SVGコードをクリック <svg ～>から</svg>までをコピーします。

図形・スタンプの作り方（イラストレーター）

手順

▼SVGプロファイル

「SVG1.1」

▼フォント

文字「SVG」

サブセット

「使用される文字のみ」

▼オプション

画像の場所「リンク」

▼詳細オプション

CSSプロパティ

「プレゼンテーション属性」

小数点以下の桁数「3」

エンコーディング「ISO 8859-1」
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7.コピーしたものを管理画面に貼り付け、登録します。

※使用しない、できないもの

transform、elipse 属性は使用しない。このエラーが出た場合、ベクトルで点を追加してください。

カラーコード#000000は使用しない。#000001 等で作成してください。



【注意】クリップアートメーカーでAI データ、EPSデータを読み込ませる場合は、Ver8.0 まで

落として登録してください。

＊Ver8.0 にせずにクリップアートメーカー上に表示させようとしても下記のように表示されて

登録できません。

[AI の場合] ＊データの保存時にバージョンを下記のように設定してください。



[EPSの場合] ＊データの保存時にバージョンを下記のように設定してください。

AI_Ver8.0,EPS_Ver8.0 で登録してあれば、アートボード上に表示されます。

ファイル → 名前を付けて保存 → ＳＶＧファイルで保存 で完了です。

そのＳＶＧファイルを管理画面で登録する方法は「スタンプ・図形の登録方法」で説明します。



図形とスタンプの登録方法は同じです。

それぞれの項目から登録します。

1.カテゴリを登録する

大項目と小項目の2階層の登録が必要です。

2.「スタンプ一覧」または「図形」から「新規登録」ボタンをクリックします。

3.「カテゴリ」 表示させたいカテゴリにチェックを入れます（複数可）。

4.「名前」 管理画面、表画面（マウスを乗せた際）に表示されます。

5.「SVG登録方法」 ファイルアップロードかSVGコードを貼り付けるか選択します。

＊クリップアートはクリップアートメーカーから作成して頂く必要があります。

■ファイルアップロードの場合

SVGを選択し、事前にクリップアートメーカーで作成したでSVGデータファイルをアップロードして

更新をします。

更新後、保存デザイン一覧に登録されます。

スタンプ・図形の登録方法

手順
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＊クリップアートメーカーでクリップアートの作成・編集や入稿データの確認など PD に関連する印刷データファイル

を一貫して取り扱う事が出来ます

。

参考：クリップアートメーカー画像

■コード入力の場合

「SVG」 コピーしたSVGコードを貼り付けます。

「SVGの自動調整」ボタンを 1度だけクリックします。

「SVGから画像を生成」ボタンをクリックします。

「新規登録」ボタンをクリックします。
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イラストの対応ファイル形式：jpeg、png、gif、bmp

必要な解像度、サイズにて登録してください。

1.カテゴリを登録する

2.「イラスト」から「新規登録」ボタンをクリックします。

3.「有効」 表示、非表示の切替ができる。非表示にしたい場合はチェックを外します。

4.「画像カテゴリ」 表示させたいカテゴリにチェックを入れます（複数可）。

5.「名前」 管理画面、表画面に表示されます。

6.「画像」 登録した画像が表示されます。

7.「NO IMAGE」をクリックするとファイルブラウザーが立ち上がるので、登録する画像をダブルクリックで選択しま

す。

イラストの登録方法

手順
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8.「新規登録」ボタンをクリックします。



テンプレート

 テンプレートについて

 テンプレートの登録方法










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図形やスタンプ、フォントを組合せて作成するデザイン集です。

図形やスタンプの登録を先にすることで作成しやすくなります。

文字の打ち替えや色変更が可能なので、デザインが苦手なお客様も簡単にシミュレータをお使い頂けま

す。

テンプレートについて



1-1-2

テンプレートはプリントデザイナーを使用して作成します。

8.テンプレートカテゴリを作成するします。

9.「テンプレート一覧」から「新規登録」ボタンをクリックします。

10.「有効」 表示、非表示の切替ができる。非表示にしたい場合はチェックを外します。

11.「テンプレートカテゴリ」 表示させたいカテゴリにチェックを入れます（複数可）。

12.「名前」 管理画面、表画面に表示されます。

13.「デザイン」 「デザイン作成・変更」ボタンから、テンプレートを作成します。

デザインが完了したら「デザインを保存する」ボタンをクリックします。

14.「余白」 プリント範囲からどれだけ余白をもたせて配置するかの指定できます。

15.「画像」 「デザイン」にて作成したテンプレートのサムネイルが自動生成されます。

テンプレートの登録方法

手順
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カットコンター

 カットコンターについて

 カットコンター登録方法

 縁取りカット

 マスク
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縁取りカットおよびクリッピングマスクで登録するオブジェクトの登録が可能です。

登録方法は図形、スタンプと同じです。詳細は図形、スタンプマニュアルに記載します。

SVGコードをコピペして作成してください。

カットコンターについて

カットコンターの登録方法



縁取りカットはスタンプや画像などを輪郭や作成した形でカットする事ができます。

プリセット登録画面でカットコンターを有効にすると赤枠のメニューがでてきます。

輪郭トレースをクリックすると余白の設定やトレース対象を全ての輪郭(抜きあり)か外周のみ(抜きな

し)を選択できます。

りんごのスタンプは輪郭トレースされました。

縁取りカット



マスクはカットコンターで作成した形で印刷する事ができます。

プリセット登録画面でクリッピングマスクを有効にすると赤枠のメニューがでてきます。

(デフォルトでも有効)

カットコンターで作成した形でマスクをかける事ができます。縦横比固定にチェックをすると縦横比を

維持したまま大きさを変更できます。

マスク



プリセット一覧

 プリセットについて

 プリセットの登録方法










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商品カラーの設定や印刷方法に応じての使用カラーの制限などの細かな設定が可能です。複数用意する

ことが可能です。

例えば、下記画像の赤枠のところの設定ができます。

など、印刷方法に関わる事はほぼプリセット登録で設定できます。

プリセットについて

商品カラーの設定

印刷するカラーの制限
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1. 「プリセット一覧」の「新規作成」からプリセット登録をします。

2.「有効」 チェックを入れると表示されます。

3.「名前」 名前を決めます。印刷方法など特徴を含むと管理しやすいです。

4.「キー」 キーを決めます。半角英数で入力します。URLに表示されます。

5.「エディターモード」 通常モードと塗り足しモードがあります。塗足しの場合は、塗り足し範囲を

指定することで、自動で塗り足し線が表示されます。また指定したカラーモードでユ

ーザーが色変更できるようになります。

6.「カラーモード」 RGBか CMYKを選択できます。

7.「背景色」 商品カラーを追加できます。

8.「ピッカーモード」 ピッカーモードで配色設定を変更できます。フルカラーピッカーと単色選択ピッカー

があり、指定の色のみ印刷する場合は、単色選択ピッカーを選択してください。

＊ピッカーモードで単色選択ピッカーや単色選択ピッカー(濃淡あり)を選択すると、パレットモード、パレット数、

パレットキー、初期印刷色も選択できるようになります。

■パレットモード 印刷する色が決まっている場合はパレットモードを「プリセットパレット」に指定し

て、色グループのキーを入力します。

■パレット数 印刷可能な色数が決まっている場合は、こちらに半角英数で色数を入力してください。

＊単色選択ピッカーの場合、ユーザーがデザインで使用できる色を制限できます。上記画像はパレット数3です。

プリセットの登録方法

手順
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■パレットキー 色グループのキーを入力します。色グループのキーは、マスタ一覧より登録が可能で

す。登録方法はマスタ一覧マニュアルに記載します。

＊パレットのカラーをクリックすると使用できる色グループが出てきます。

■初期印刷色

9.「推奨解像度」 推奨解像度を設定できます。デザインシミュレータ画面で画像をアップロードした際

に解像度が粗いと表示されます。

＊表示される数字の推奨解像度を設定できます。デフォルトは200dpi です。

10.「カットコンター」 カットコンターを有効にできます。詳細はカットコンターのマニュアルに記載

します。

11. 「クリッピングマスク」 クリッピングマスクを有効にできます。詳細はカットコンターのマニュアルに

記載します。

12.「表示スタンプ親カテゴリ」 作成したカテゴリの表示・非表示を選択できます。

13.「表示フォントカテゴリ」 作成したカテゴリの表示・非表示を選択できます。

14.「表示テンプレートカテゴリ」 作成したカテゴリの表示・非表示を選択できます。

15.「画像アップロード」 画像アップロードの有効・無効を選択できます。
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16.「商品一覧URL」 商品が複数あるときなど、他商品に変更するページのURLを貼ります。

＊商品一覧URLを入力すると、シミュレータ画面に赤枠のように出ます。

17.「確認画面注意文」 デザインが完了してシミュレータ画面上の右上の▶次へ進むボタンをクリック

した先のページに表示される注意文です。

＊赤枠のスペースに入力した注意文が入ります。

18.「無効エリア」 商品の対象部位を表示・非表示できます。

19.「テンプレート初期配置」 あらかじめテンプレートを配置した状態でシミュレータを起動する場合に入

力します。

追加ボタンを押し、部位ごとに表示すさせたいテンプレートの id を入力して

ください。

20.「数量入力欄・初期値」 数値を入力できます。カートと連動する場合は必須です。



保存デザイン一覧

 保存デザイン一覧について

 デザインデータ確認方法

 デザインデータダウンロード








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シミュレータでお客様が作成したデザインデータを保存し、そのデータをダウンロードする事ができま

す。シミュレータ画面上の右上の▶次へ進むをクリックしたら管理画面でデザイン保存されます。

次へ進むとデザインキーが発行されます。

デザインキーとは、[お客様が作成したデータ]と[お客様の情報]をヒモづけるキーになります。

保存デザイン一覧について



お客様がシミュレータ画面上の▶次へ進むをクリックしたら管理画面の「保存デザイン一覧」にデザイ

ンが保存されます。管理画面上ではデザインしたデータのサムネイルとデザインキーが表示されます。

キーワード欄にデザインキーを入力して「検索」をクリックするとそのデザインキーのデザインデータ

のみが表示されます。

デザインデータ確認方法

同じデザインキー
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デザイン名(一時データ)をクリックするとデータをダウンロードできるページにとびます。

1. 「商品名」 デザインをした商品名が入ります。

2.「デザイン名」 デザイン名が入ります。

手順

デザインデータダウンロード
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3.「メモ」 メモスペースとしてご利用できます。

4.「サムネイル」 お客様がデザインしたデータが表示されます。登録されている背景(商品)の数だけ表示されます。

5.「デザインDL」 ダウンロードをクリックするとお客様がデザインしたデータをダウンロードできます。装飾テキ

ストに画像化にチェックを入れると画像化されます。

ダウンロードをクリックすると圧縮されたZIPファイルがダウンロードされます。データはSVG

形式のデータになります。

ZIP ファイルを開くと赤枠にあるように「images ファイル」と「各部位のファイル」が入っています。各部位のファイ

ルは選んだ商品画像の「背景一覧・登録」で作成した「部位設定」の分だけファイルがあります。

■images ファイル

ファイルを開くとお客様がシミュレータでアップロードしてデザイン作成で使用した画像が入っています。

■各部位のファイル(右袖・左袖・前面)

ファイルを開くとお客様がデザインしたデータが入っています。データはSVG形式のデータです。イラストレーターで

開くとデータの確認ができます。



6.「デザイン再編集」 シミュレータ画面が開き、お客様が作成したデータを再編集する事ができます。

通常のデザイン作成と同じように操作し、▶デザインを修正するをクリックして再編集が完了し

ます。



■デザインデータをPDFでダウンロードする場合

デザインダウンローダーを利用する事でPDFデータでダウンロードする事が可能です。

①デザインダウンローダー画面トップ

＊プリントデザイナーの管理画面の保存デザイン一覧で保存されているデザインデータが一覧で表示

されます。

②デザインデータ選択時

選択するとデザインデータのサムネイルが表示されます。ダウンロードしたいデータを選択して「デー

タ送信」をクリックするとダウンロードされます。



③ダウンロード後画面

フォルダ名は、デザインキー/受注日時 でダウンロードされます。

④ダウンロードフォルダ中身

ファイル名は、デザインキー/受注日時/プリント位置 でダウンロードされます。



1-1-1

マスタ一覧

 マスタ一覧について

 マスタ登録方法

 内部キー 「picker_color」

 内部キー 「bgcolor」








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色グループを作成できます。設定した内部キーをプリセットに入力する事でシミュレータで使用する色

を制限できます。

7. 「マスタ一覧」の「新規作成」からマスタ登録をします。

8.「内部キー」 色グループの名前を決めます。プリセット一覧で使用するキーです。色グループを複数

作る場合は、次回以降「colors_〇〇」としてください。○○には半角の数字を入力して

さい。

3.「名前」 名前を決めます。

4.更新すると「マスタ一覧」に表示されます。「項目の登録」から色を追加できます。

マスタ登録方法

手順
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5.「有効」 チェックをつけると表示されます。

6.「名前」 登録する色の名前を決めます。

7.「色」 色を選びます。

8.「新規登録」をクリックすると色の登録は完了です。

プリセット登録管理画面

1. プリセット登録画面の「ピッカーモード」で単色選択ピッカーか単色選択ピッカー(濃淡あり)を選択します。

2.「パレットキー」にマスタ登録で作成した「内部キー」を入力します。

マスタの内部キーの使用方法

手順



3. マスタで登録した「内部キー」の color13 は 13 色登録してあるのでシミュレータ画面では下記画像のよ

うにパレットをクリックすると 13色表示されます。

4. 色をクリックするとパレットの色を変更できます。

5. テキストのカラーをクリックするとパレットで指定したカラーが表示されます。



マスタ登録で内部キーを「picker_color」に設定し、色グループを作成すると、赤枠の中に基本カラ

ーが表示され、ユーザーが色選択をしやすくなります。

マスタ登録で内部キーを「bgcolor」に設定し、色グループを作成すると、プリセット一覧で背景色を

選択する際に、赤枠の部分から選択できるようになります。

内部キーpicker_color

内部キー bgcolor



画像編集機能

 画像編集機能について

 マスク登録方法
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シミュレータ上でアップロードした画像をエンドユーザー自身で簡単に編集ができます。

シミュレータ上での操作方法

メニューアイコンの「アップロード」で画像をアップロード後、赤枠部分の「画像編集」ボタンをクリック

します。

画像編集機能でできる事

マスク ・・・マスクをかけることができます。マスクの形状はクリップアートメーカーで作成し、

管理画面に新規で登録する事ができます。

効果 ・・・モノクロやセピア、ネガなどの色調を変更する事ができます。

調整 ・・・明度、彩度、色相などを調整する事ができます。

切り抜き・・・透過や写真の背景を切り抜く事ができます。

画像編集機能について



シミュレータ上で使うマスクの形状を管理画面に登録する事ができます。

管理画面で登録されたマスクはシミュレータ部分の下記画像の赤枠部分に表示されます。

■管理画面で登録方法

画像編集の「マスク一覧・登録」でシミュレータに登録されているマスク情報が一覧で表示されますので、

「新規作成」をクリック

マスクの登録方法



↓新規作成画面

1. 「有効」 チェックを入れるとシミュレータ上に表示され、選択できます。

2. 「キー」 キーを入力します。シミュレータ上では表示されません。

3. 「名前」 マスクの名前を入力します。シミュレータ上でも表示される名前です。例：丸、四角

4. 「SVG登録方法」 ファイルアップロードかSVGコードを貼り付けるか選択します。

＊クリップアートはクリップアートメーカーから作成して頂く必要があります。

■ファイルアップロードの場合

SVGを選択し、事前にクリップアートメーカーで作成したでSVGデータファイルをアップロードして

更新をします。

＊クリップアートメーカーでクリップアートの作成・編集や入稿データの確認など PD に関連する印刷データファイル

を一貫して取り扱う事が出来ます。

①クリップアートメーカー画面。シミュレータ上で使用したいマスクの形で作成。

手順
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②作成後は「名前を付けて保存」→ ファイル名を付けてSVGファイルで保存。

③管理画面。作成したSVGファイルを「ファイルを選択」ボタンから選択する。その後、「新規登録」

④シミュレータ画面。シミュレータ上に追加され選択できるようになります。
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■コード入力の場合

「SVG」 コピーしたSVGコードを貼り付けます。

「SVGの自動調整」ボタンを 1度だけクリックします。

「SVGから画像を生成」ボタンをクリックします。

「新規登録」ボタンをクリックします。



背景画像の作成方法

 イラストレーターで作成

 フォトショップで作成



実際の商品ではなく、イラスト風に商品画像を作成するときはイラストレーターでの作成がおすすめで

す。

アートボードを620×535pxで作成します。

詳細設定をクリックして、カラーモードはRGBを選択するようにしてください。

2．長方形ツールを使用して、作成したアートボードを隠すように長方形を作成します。枠線は塗りな

しで、背景色は「#FFFFFF」を選んでください。

イラストレーターで作成

手順



3.設定した長方形の上に商品のイラストを配置します。背景と商品画像を同時に選択した状態でパスフ

ァインダーの「全面オブジェクトで型抜き」を選択します。

※パスファインダーのメニューが見つからない場合は、メニューバーから[ウィンドウ]→[パスファイン

ダー]で開けます。

下記のショートカットキーでも表示できます。

【Windows】Ctrl+Shift+F9

【Mac】⌘ +Shift+F9



4．必要であれば、切り抜いた後は分かりやすいように、商品の輪郭線を入れるなどして微

調整を行います。

＜参考例＞

5．最後に透過PNG形式で書き出しを行います。「ファイル」＞「書き出し」＞「Web用

に保存」の順で進み、「PNG-24」を選び、「透明部分」にチェックが入っている状態で保

存してください。

保存する前に赤枠の箇所を必ず

チェックしてください。



実際の商品画像を使って作成を行います。商品の透過作業に時間がかかりますが、ユーザ

ーが実物をイメージしやすくなります。

1．下記の設定でアートボードの作成を行います。

フォトショップで作成

手順

■アートボード

横幅620px 縦幅を535px

■カンバスカラー

透明

■カラープロファイル

作業用RGB

■解像度

72

■カラーモード

RGB

■ピクセル縦横比

正方形ピクセル



2．使用する商品画像を配置します。画像が小さいと荒れてしまうので、できるだけ大きく

解像度が高いものを選部ようにしてください。また Tシャツを透過する際に陰影をつけや

すくするために、できるだけ明るい色を選ぶようにしてください。

3．ペンツールを使って、商品の輪郭に合わせてパスを作ります。

ペンツール



4．パスが作成出来たら、パスの上で右クリックして、「ベクトルマスクを作成」を選択し

ます。

商品の白背景が切り抜かれた状態になります。

■注意点

※パスは輪郭のできるだけ内側に作成し、短い間隔で設定すると綺麗に切り抜くことができます。



5．新規でレイヤーを作成して、塗りつぶしツールを選択し、「#FFFFFF」で塗りつぶしを

行います。

レイヤー追加

塗りつぶし

レイヤー追加後に、クリッ

クするとカラーピッカーが

立ち上がります。



6.画面右下にある「パス」のパネルをクリックします。先ほど設定した背景色の上にパスが

浮かび上がります。

「作業用パス」の上で右クリックをします。赤枠で囲まれた「選択範囲を作成...」を選択し

ます。

■ぼかしの半径0pixel

■アンチエリアス（T）にチェック

■新しい選択範囲（N）にチェック

が入った状態で「OK」を選択します。



7.下の画像のような状態になったら、キーボードの「delete」を押します。

商品画像の形で切り抜きことができました。色変更が必要ない商品の場合は、これで完成

です。透過PNGで書き出ししてください。



8.プリントデザイナー上で商品色の変更を行うために、商品画像の透過を行います。綺麗

に透過できているか確認するために、最背面に色付きの長方形を追加します。色はなるべ

く明るいものを選んでください。

9．商品の透過作業を行っていきます。まずは「イメージ」＞「色調補正」＞「色相・彩度」

を選択します。

長方形ツール

まず長方形ツールを使って、アートボードを覆うように長方形を作成します。その後色

を設定し、レイヤーを最背面に移動します。

ドラッグ＆ドロップで長方

形のレイヤーを一番下に移

動します。



下記の画像のような画面が立ち上がりますので、「彩度」を-100 に設定します。商品が灰

色になります。

10.「不透明度」を20%ほどに落とし、「イメージ」＞「色調補正」＞「レベル補正」を選

択します。「入力レベル」の左右の点を移動して、最背面に指定した赤と陰影（商品のしわ）

が綺麗に浮かび上がるように調整を行います。

ハイライト

※先に「ハイライト」の点を動かした後に、「シャドウ」の点を動かして調整するほうが、綺麗に

なります。

シャドウ



11.次に「不透明度」を少し落とし（だいたい 15％前後）、再度「入力レベル」の調整を行い

ます。これを繰り返し最終的に「不透明度」が5%ほどになるまで続けてください。

12.透過作業が完了したら、「赤枠」ボタンをクリックして、最背面にある長方形のレイヤー

を非表示もしくは削除してください。

13.最後に透過PNGで書き出しを行います。「ファイル」＞「書き出し」＞「Web用に保

存」をクリックします。プリセットは「PNG-24」を選んでください。「透明部分」にチェ

ックが入っていることを確認して、保存します。


